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　誰でも気軽に参加できるスポーツ・ワ
ナゲを通して、65歳以上の方々の健康増
進と相互親善を図ることを目的に開催し
ました。地域のサロンやグループの仲間
で作った58チーム、総勢333名が参加し、
熱戦が繰り広げられました。

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。
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これは視覚障がい者
のための音に変わる、
音声コードです。
　　　 　↓
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　寒
河
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
今

年
度
の
重
点
事
業
と
し
て
、
寒
河
江
市
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
展
開
し
ま

す
。
（
左
の
イ
メ
ー
ジ
図
参
照
）

　こ
れ
は
、
寒
河
江
市
が
「
新
第
五
次
寒

河
江
市
振
興
計
画
」
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
掲
げ
て
い
る
「
地
域
に
お
け
る
高
齢

者
の
見
守
り
体
制
の
構
築
」
に
関
す
る
主

要
な
事
業
と
し
て
、
市
よ
り
依
頼
を
受
け

て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
運
営
主
体
は
各

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
す
。

 

今
年
度
、
新
た
に
二
百
三
十
八
名
の
地

域
福
祉
推
進
員
の
方
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

こ
の
地
域
福
祉
推
進
員
と
民
生
児
童
委

員
、
町
会
長
が
連
携
を
と
り
な
が
ら
見
守

り
の
必
要
な
対
象
世
帯
の
見
守
り
を
行
う

事
業
で
す
。

　見
守
り
の
対
象
と
な
る
世
帯
は
、一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
世
帯
な
ど
で
す
。

一
人
暮
ら
し
で
も
、
近
く
に
親
戚
が
あ
っ

た
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た

り
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
乳
飲
料
配
達
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
り
す
る
方
は
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　地
域
福
祉
推
進
員
は
、
対
象
世
帯
の
隣

近
所
の
方
の
日
常
的
な
観
察

（
カ
ー
テ
ン
が
開
い
た
か
、
新

聞
が
た
ま
っ
て
い
な
い
か
等

の
観
察
）
と
い
う
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
見
守
り
を
し
て

い
き
ま
す
。

　地
域
福
祉
推
進
員
は
、
次

の
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
あ
る

方
々
で
す
。

「
お
互
い
様
の
支
え
合
い
」
私

た
ち
も
い
つ
か
は
見
守
っ
て

い
た
だ
く
立
場
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
ご
時
世
で

す
。　お

住
い
の
ご
近
所
で
次
の

よ
う
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？　倒

れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

◎
新
聞
や
郵
便
が
た
ま
っ
て

い
る

◎
暗
く
な
っ
て
も
電
気
が
つ

か
な
い

◎
こ
こ
数
日
姿
を
見
か
け
な
い

　認
知
症
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

◎
不
自
然
な
服
装
で
歩
い
て
い
る

◎
自
宅
へ
の
帰
り
道
が
わ
か
ら
な
い

　虐
待
か
も
し
れ
な
い

◎
最
近
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る

◎
転
ん
で
い
な
い
の
に
あ
ざ
が
多
い

　悪
質
商
法
、
振
り
込
め
詐
欺
か
も
し

れ
な
い

◎
見
か
け
な
い
人
が
出
入
り
し
て
い
る

　地
域
の
多
く
の
方
の
目
で
見
守
り
、
い

ち
早
く
異
変
に
気
づ
い
て
、
大
事
に
至
ら

な
い
よ
う
に
支
え
合
い
た
い
も
の
で
す
。

前
述
の
よ
う
な
こ
と
に
気
付
い
た
ら
、
地

域
福
祉
推
進
員
や
民
生
児
童
委
員
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

26年度  地区社会福祉協議会役員名

寒河江市地域見守りネットワーク推進協議会
・関係団体との調整、情報の共有及び交換
・市が設置運営にあたる

市社会福祉協議会
・見守りネットワーク事業の全体的運営

地区社会福祉協議会

見守りが必要な高齢者世帯等

・地区内の運営
老人クラブ会員

・友愛活動、訪問活動など

民生児童委員
・定期的活動、支援活動など

地域福祉推進員
・見守り、声がけ、訪問活動など

隣近所の協力者
・日常的な見守り、助け合い

消防署
・救急対応

警察署・交番・駐在所
・緊急事態の対応
・定期巡回

介護サービス事業所
・ケアマネジャー
・通所・訪問サービス

町会長・隣組長
・市報、福祉だより配布時の
　声がけ、訪問活動など

民間協定事業者
・山形新聞、ＬＰガス協会、電力
　会社、郵便局、生協、ヤクルト
　等民間事業者による訪問時の
　安否確認等

市・地域包括支援センター
・見守りネットワーク事業の全体的な支援
・困難・虐待ケースの対応

寒河江地区社協 高松地区社協

会　長 小　関　嗣　雄 会　長 鈴　木　昭　一

副会長 佐　藤　克　也 副会長 伊　藤　　　勉

副会長 加　藤　正　吉 醍醐地区社協

南部地区社協 会　長 軽　部　正　俊

会　長 岡　澤　利　夫 副会長 庄　司　　　寛

副会長 庄　司　　　勇 副会長 布　川　文　雄

副会長 川　越　久　雄 白岩地区社協

西根地区社協 会　長 鈴　木　捷　蔵

会　長 齋　藤　　　清 副会長 鈴　木　利　春

副会長 軽　部　利　章 副会長 鈴　木　栄　子

柴橋地区社協 副会長 大　沼　久　喜

会　長 奥　山　堅悟郎 三泉地区社協

副会長 佐　藤　健　哉 会　長 土　田　和　廣

副会長 板　坂　豊　治 副会長 秋　場　健　悦

副会長 渋　谷　昭　儀 副会長 後　藤　政　明

平成2６年度 地域福祉推進員名簿 平成2６年４月１日委嘱
町会名 推 進 員 名
洲　崎 海　野　武　彦
洲　崎 小　野　秀　幸
洲　崎 橋　本　　　仁
洲　崎 大　沼　啓　一
六供町１ 佐　藤　直　好
六供町２ 鈴　木　　　要
緑　町１ 松　橋　重　雄
緑　町２ 荻　野　光　彦
緑　町３ 大　場　七　郎
緑　町４ 宇　津　井　豊
仲　　田 木　村　豊　次
仲　　田 木　村　二　男
西寒河江 佐　藤　克　彦
4 後　藤　善　幸
5 光　位　和　夫
6 太　田　俊　晴
8 池 田　　 實

上　町 縄 野　　 浩
八幡町 日下部　忠　志
山岸南 兼　子　ちよ江
山　岸 大　沼　秀　雄
石　持 渡　邉　千　秋
丑町１ 犬 飼　　 誠
丑町２ 松　田　しげ子
横　町 川　野　博　資
新　町 渡　辺　兵一郎
新町１ 館　野　房　男
20 佐　藤　恒　太
21 木　村　常　吉
西の町 佐 藤　　 勝
駅前１ 木　村　仁一郎
駅前２ 渡　辺　義　弘
２５の甲 日　塔　輝　子
幸　町 三　瓶　正　博
十日市場 荒　木　藤　子
27 石 川　　 猛
南　町 斉 藤　　 秀
丸　内 大　沼　輝　夫
矢の目 渡　辺　道　春
34 高　橋　　　馨
七日町 斎　藤　正　博
東内楯 加　藤　好　夫
新　宿 太　田　昭　夫
桜小路 大　沼　好　子
越井坂１ 今　野　明　男
越井坂２ 渡 部　　 清
東新山 大　沼　良　雄
東新山 伊　藤　雅　敬
越井坂３ 志　田　健　治
越井坂３ 島　貫　義　和
新　山 京 谷　　 弘
高田団地 矢　萩　良　子
末広町１ 安孫子　健　輔
末広町２ 佐　藤　忠　義
栄町１ 荒　木　信　子
栄町１ 久　島　サカエ
栄町２ 猪　倉　眞知子
栄町２ 新　保　明　美
栄町２ 國　井　晴　彦
みずき 工　藤　亘　美

町会名 推 進 員 名
みずき 渡　辺　洋　司
みずき 斉　藤　政　芳
日の出 廣　瀬　政　史
日の出 大　沼　宗　博
中央１ 渡　辺　喜代一
中央１ 悪　七　廣　吉
中央２ 日下部　良　子
中央４ 鈴 木　　 隆
中央５ 千　石　弘　子
陵南町１ 佐 藤　　 哲
陵南町２ 武　田　栄　一
陵南町３ 長　岡　征　弘
陵南町３ 田　井　直　樹
舟橋２ 片　桐　満喜男
舟橋東 武　田　雄　吉
舟橋西 大　場　直　藏
舟橋西 今　野　教　子
舟橋西 荒　木　一　江
舟橋中 會 田　　 茂
舟橋南 加　藤　正　吉
舟橋南 小　関　利　昭
元町１ 菊　池　健　一
元町２ 羽　柴　國　雄
元町３ 佐　竹　光　二
元町４ 小　林　哲　男
元町５ 大　沼　吉　徳
元町６ 高　橋　文　雄
元町７ 坂　野　修　悦
元町８ 石　垣　政　廣
元町９ 小　関　嗣　雄
元町１０ 力　石　光　雄
美原町１ 阿　部　協　一
美原町１ 田　中　一　夫
美原町２ 渡 邊　　 貢
美原町２ 菅　　 清 明
若葉町１ 誉　田　ト　シ
若葉町２ 伊 藤　　 誠
若葉町３ 佐 竹　　 衛
本楯１ 水戸部　　　彰
本楯２ 安孫子　正　義
本楯３ 安孫子　敏　夫
本楯４ 椎　名　　　誠
本楯５ 五十嵐　敏　則
花　楯 五十嵐　敏　則
高田新町 鈴　木　洋　造
高屋１ 今　井　トヨ子
高屋１ 武　田　登美子
高屋１ 五十嵐　さち子
高屋２-１ 武　田　秀　一
高屋２-２ 五十嵐　孝　子
高屋３ 佐　藤　富士夫
高屋３ 駒　林　正　隆
高屋４ 武　田　五　介
西浦１ 真　木　英　二
西浦１ 菊　地　正　七
島　１ 沖　津　一　博
島　２ 渋　谷　さ　ち
泉　町 井　上　正　博
南新町 井　上　若　子
島　５ 佐　藤　敏　美

町会名 推 進 員 名
曙　町 佐　藤　和　利
曙　町 安　達　美登利
寿　町 庄 司　　 勇
皿沼１ 須　藤　恵　市
皿沼２ 黒　田　日出夫
皿沼３ 大　江　宣　明
東　町 遠　藤　聖　作
君田町 小　山　壽　夫
住吉町 仁　藤　喜　博
十二小路 渡　辺　正　博
十二小路 小　野　敏　昭
仲 小　野　承　信
北 安　達　安　則
石　川 佐 藤　　 茂
石　川 小　野　恵　子
下河原上 芳　賀　友　幸
下河原下 芳　賀　清　蔵
宝　西 若　月　賢　一
宝　東 斎　藤　みさ子
高　貝 伊　藤　與　一
城之内 佐 藤　　 啓
高　田 高　橋　多賀司
馬　寄 伊　藤　利　夫
田　中 鈴 木　　 孝
ひがし団地 藤　原　智　子
柴橋１ 鈴　木　賢　也
柴橋１ 武　田　義　一
柴橋２ 石　山　邦　一
柴橋２ 安　食　孫四郎
柴橋３ 渋　谷　政　雄
柴橋３ 渡　邉　敬　一
柴橋４ 結　城　智　広
柴橋４ 渡　邊　友　一
柴橋５ 仁　藤　恒　悦
落衣１ 佐　藤　陽　子
落衣南町 犬　飼　智　子
落衣南町 板　坂　豊　治
内の袋 鈴　木　重　夫
木の沢 佐　藤　正　憲
松川東 犬 飼　　 学
松川西 村　山　和　夫
金谷１ 柏　倉　茂　夫
金谷２ 若　木　伸　一
金谷３ 瀧　川　　　博
金谷４ 荒　目　兵四郎
金谷５ 水　多　一　雄
中郷１ 鈴　木　重　美
中郷２ 後　藤　康　子
中郷３ 月　光　善　信
中郷４ 後　藤　幹　雄
中郷５ 今　野　　　勉
中郷６ 安孫子　　　宏
中郷７ 菅　野　峯　吉
中郷８ 村　山　　　進
平塩１ 蓮　沼　邦　悦
平塩２ 鈴　木　宏　明
平塩３ 鈴　木　嘉　明
平塩４ 杉　沼　京　子
平塩５ 熊　坂　　　満
平塩６ 今　野　吉　幸

町会名 推 進 員 名
平塩７ 奥　山　米　子
平塩８ 奥　山　敏　則
米　沢 加　藤　光　子
米　沢 木　村　洋　子
高　松 相　原　重　雄
高　松 工　藤　成　子
高　松 大　沼　貞　子
鹿　島 菊 池　　 進
鹿　島 大　沼　長　吉
下八鍬 國　井　省之助
下八鍬 大　沼　美恵子
上八鍬 木 村　　 喬
上八鍬 大　沼　さとみ
臥竜橋 高　橋　芳　見
谷　沢 佐　藤　ゑつ子
谷　沢 秋　場　照　代
谷　沢 長 坂　　 哲
清助新田 鈴　木　政　則
清助新田 相　原　義　益
清助新田 篠　田　利　廣
鬼　越 村　上　英　俊
南　坂 渡　邉　喜美子
桜　橋 役 野　　 強
田　沢 小　野　ゆう子
橋　本 猪　倉　よし子
下　道 菊　地　梅　子
新御堂 鬼　海　良　一
上　宿 菊　地　政　俊
東上宿 佐　藤　一　子
中　宿 大　泉　富　博
下　宿 大　泉　裕　徳
箕　輪 松　田　志津子
陣ヶ峯 悪　七　賢　一
新　町 大　泉　正　實
新　町 鈴　木　誠一郎
新　町 鈴　木　信　也
中　町 土　田　久　子
中　町 野　尻　紀美子
上　町 安孫子　正　勝
麓 菊　地　敏　一
麓 木　村　光　廣
楯 松　田　英　逸
留　場 大　沼　久　喜
上　野 眞　木　タケ子
上　野 眞　木　みな子
宮　内 安孫子　恵　司
幸　生 山　田　義　紀
幸　生 大　沼　昭　治
田　代 佐　藤　勝　明
田　代 宮　林　雅　博
下河原 大　江　美喜子
下河原 江　口　直　美
中河原 渡 邉　　 豊
中河原 安　達　正　博
上河原 船　田　茂　幸
道　生 土　田　竹　雄
雲河原 秋　場　利　弘
入　倉 秋　場　玲　子

（敬称略）
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平成26年度 事業計画と予算平成26年度 事業計画と予算

一　般　会　計　予　算
単位：千円

〈収入〉
71,597

〈支出〉
71,597

事　　業　　計　　画

特別会計予算

●
地
域
福
祉
事
業
の
推
進
と
福
祉
社
会
の

　構
築
を
め
ざ
し
た
事
業
を
展
開
し
ま
す

　
○
地
区
社
協
活
動
の
活
性
化
事
業

　
○
地
域
福
祉
推
進
員
設
置
及
び
地
域
見
守
り

　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　
○
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

　
○
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
事
業（
春
・
秋
）

　
○
ふ
れ
あ
い
相
談
所
の
設
置
事
業

　
○
児
童
遊
園
整
備
補
助
金
交
付
事
業

　
○
福
祉
教
育
推
進
事
業

　
○
地
域
福
祉
推
進
会
議
の
開
催

　
○
避
難
者
生
活
相
談
支
援
事
業

　
○
善
意
銀
行
事
業

　
○
ワ
ナ
ゲ
大
会
開
催
事
業

　
○
視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
開
催
事
業

　
○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
事
業

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
を
図
り

　共
に
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
情
報
収
集
と
情
報
誌
の
発
行

　
・
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

　
・
中
高
生
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
活
動
の
支
援

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
交
流
と
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

　
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
の

　
　
開
催
及
び
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
営
訓
練

　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
促
進
事
業

　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
機
材
の
貸
出
事
業

　
○
福
祉
活
動
応
援
助
成
事
業

●
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と

　各
種
資
金
貸
付
事
業
を
推
進
し
ま
す

　
○
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
○
た
す
け
あ
い
資
金
貸
付
事
業

　
○
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　
○
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
事
業

●
赤
い
羽
根
共
同
募
金
・

　歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
を
推
進
し
ま
す

　
○
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

　
○
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
募
金
と
配
分

介 護 保 険 事 業
104,534千円

資 金 貸 付 事 業
1,005千円

指 定 管 理 者 事 業
38,296千円

社会福祉事業振興基金
積立金　　7,456千円
合  計　151,291千円法人運営事業

27,606
法人運営事業
27,606

市受託事業
19,964
市受託事業
19,964

共同募金
配分金事業
7,230

共同募金
配分金事業
7,230

県社協受託事業  8,325県社協受託事業  8,325

地域福祉事業
8,472

地域福祉事業
8,472

受託金収入
24,983
受託金収入
24,983

共同募金
配分金収入
7,230

共同募金
配分金収入
7,230

会費収入
13,580
会費収入
13,580

市受託金収入
15,480

市受託金収入
15,480

会計単位間繰入金収入
                          13,026
会計単位間繰入金収入

                          13,026

利用料収入 6,387利用料収入 6,387

事業収入・雑収入 865事業収入・雑収入 865

市補助金収入 5,526市補助金収入 5,526

県社協
受託金収入
9,503

県社協
受託金収入
9,503

・食の自立支援事業
・福祉バス等運行管理事業

・生活福祉資金貸付事業
・日常生活自立支援事業
・避難者生活相談支援事業

・法人運営事業 2,600
・地域福祉推進事業 1,826
・ボランティアセンター運営事業 1,100

・介護保険事業会計より 5,510
・社会福祉事業振興基金会計より 7,516

〈重点事業〉
1 . 地域見守りネットワーク事業の推進
2 . 地域福祉推進員の活動の支援
3．地区社協活動の活性化

4 . 災害ボランティア活動支援のネットワークの形成
5 . 介護保険事業を中心とした在宅福祉サービスの
　　充実強化

●
住
み
慣
れ
た
地
域
と
在
宅
で
の
生
活
を

　支
援
す
る
た
め
、
訪
問
介
護
、

　訪
問
入
浴
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

　ふ
れ
あ
い
給
食
な
ど
の
事
業
を
推
進
し
ま
す

　
○
指
定
介
護
事
業
所
の
運
営

　
・
指
定
訪
問
介
護
事
業
所

　
・
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所

　
・
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　
○
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
○
ほ
の
ぼ
の
支
援
事
業

　
○
生
活
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

　
○
介
護
予
防
生
き
が
い
活
動
事
業（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　
○
食
の
自
立
支
援（
ふ
れ
あ
い
給
食
）事
業

　
○
福
祉
バ
ス
等
運
行
管
理
業
務
事
業

●
指
定
管
理
者
制
度
に
基
づ
く

　施
設
の
管
理
運
営
を
行
い
ま
す

　
○
総
合
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

　
○
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

　
　
管
理
運
営

●
法
人
の
適
切
な
管
理
運
営
を
期
す
る
た
め

　諸
会
議
を
開
催
す
る
と
と
も
に
安
定
的
な

　法
人
運
営
の
基
盤
づ
く
り
に
努
め
ま
す

　
○
法
人
の
管
理
運
営

　
○
財
務
、
人
事
管
理

　
○
社
会
福
祉
情
報
、
広
報
活
動
の
推
進

　
・「
愛
さ
ぽ
ー
と（
福
祉
だ
よ
り
）」
の
発
行（
年
３
回
）

　
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
広
報

　
○
表
彰
及
び
感
謝
状
の
贈
呈

　
・
市
民
福
祉
の
ま
ち
大
会
の
開
催

　
・
各
表
彰
の
推
薦
進
達

・中高生徒福祉ボランティア体験
　（7/20～8/20　延べ97名）
・ボランティアフェスティバル
　（11/10　550名）
・要支援者サポートボランティア
　養成講座（視覚障がい・認知症編）
　（3/10、3/13、3/17　延べ60名）
・ボランティア交流会
　（2/25　42名）

・村山ボランティアの輪連絡会
　（幹事社協）
　被災地視察研修（宮城県名取市）　
　（7/18　16名）
・災害ボランティア設置マニュアル策定会議　
　（6/13、8/2、10/9、2/18　延べ72名）

ボランティアセンターの運営事業ボランティアセンターの運営事業
・市内福祉団体が行う事業や活動機器
　整備に助成金を交付
　・ぎぼうし落語の会　　
　・アンデルセン読み語りの会
　・高松小学校絵本の会　
　・寒河江昔語りの会　（4団体）

福祉活動応援助成事業福祉活動応援助成事業

ボランティア活動普及事業ボランティア活動普及事業

ボランティアフェスティバルボランティアフェスティバル

ボランティア交流会ボランティア交流会

アンデルセン読み語りの会アンデルセン読み語りの会

・設置町会　187町会　・推進員数　254名
・研修会（7/11、12/6）

地域福祉活動の推進を図るため、地区社協
会長、副会長会議を開催（5/14、2/14）

市内7ヶ所の児童遊園で整備を実施。
その工事費に対して補助金を交付

８地区社協の事業実施を支援

市民の悩みごとの相談窓口
として常設　（相談件数39件）

平成25年度事業報告平成25年度事業報告 マークの事業は一部共同募金の配分
を受けて事業を実施しています。

地区社協活動の活性化事業地区社協活動の活性化事業

ふれあいいきいきサロン事業ふれあいいきいきサロン事業

ふれあい相談所運営事業ふれあい相談所運営事業
地域の見守り、声かけ・支え合い等に取り組
んでいただく推進員を設置し、研修会を開催

地域福祉推進員設置事業地域福祉推進員設置事業

児童遊園整備事業児童遊園整備事業

市内小・中・高校と地域との協働による
福祉教育を推進
（小学校8校、中学校3校、高校2校実施）

福祉教育推進事業福祉教育推進事業

ホームページ管理事業ホームページ管理事業

生活支援相談員２名を配置し、東
日本大震災による避難者を支援

本会活動を周知し、情報を広く発信
するため、ホームページを更新管理

視覚障がい者のためのパソコン教室開催事業視覚障がい者のためのパソコン教室開催事業
音声ガイドによる
パソコン教室の開催
（12/2、12/3、
　12/4）

ワナゲ大会開催事業ワナゲ大会開催事業
お年寄りの健康増進と
運動能力向上、相互親
善を図るため開催
（6/10　57チーム　
　318名）

避難者生活相談支援事業避難者生活相談支援事業

ひとり暮らし高齢者の集い事業ひとり暮らし高齢者の集い事業

地域福祉推進会議の開催地域福祉推進会議の開催

・お年寄りの憩いの場『ふれあいサロン』
　を市内13ヶ所で開設

・ふれあいサロン運営者研修会（3/7）

地域福祉事業地域福祉事業

・春は小旅行、秋はいも煮会を開催（7/15　140名、10/12　135名）

春の小旅行春の小旅行

ふれあいサロン研修会ふれあいサロン研修会

秋のいも煮会秋のいも煮会・中央地区ふれあいサロン
・若葉町さくらサロン
・西根みのりサロン
・舟橋１・１会
・寿町悠々サロンクラブ
・元町ふれあいサロン
・日の出町サロン「みちくさ会」
・はつらつ本楯サロン
・南部コスモス会
・上野ふれあいサロン
・南新町二十歳会
・東新山町ふれあいサロン
・島ふれあいサロン
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　ふれあいいきいきサロンは、地域の“お茶の間づ
くり”のような活動です。近くの公民館などに定期
的に集まって、おしゃべりしたり、笑ったり、時に
は一緒に出かけたり、楽しいひとときを過ごす憩い
の場です。同じ時間を過ごすことで、仲間づくりや
生きがいづくりはもちろん、寝たきりや認知症の予
防にも効果があるといわれています。

『寒河江市災害ボランティア支援ネットワーク連絡会』設立『寒河江市災害ボランティア支援ネットワーク連絡会』設立

　大竹会長さんが長年かけて育ててくれた地域の絆を、
現在20名で継続しています。
　市社会福祉協議会と町会から助成金を戴き、会員の
希望にあわせ市社会福祉協議会や老人福祉センターの
行事にも参加させてもらって楽しんでいます。
　開始は10時からなのに30分前には集まって来る人が
多く、いかに楽しみにしているかがよくわかります。
　おしゃべりが大好きで、公民館がゆれるほどドッと
笑うことが多く、「おら、這ってでもサロンさ来るよ。」
と言っているのを聞くと、続けていかねばなぁと思いま
す。
　会長・事務局を引き受けてから３年経ちますが、一
番嬉しいことはみんなが協力的なことです。近頃一人
暮しでさびしがり屋の仲間を進んで訪問し、茶飲みを
しながら励ましてくれる人が出てきたことは嬉しい限
りです。
　ささやかな歩みですが無理なく楽しく続けて行く

ことにより、地域のお年寄りが助け
合い、少しで
も健康寿命が
延びてくれれ
ばいいなと願
っています。

寿町悠々サロンクラブ寿町悠々サロンクラブ 佐藤　頼子

　私たちが住む上野町会には、老人クラブ
がなく、地域のお年寄りの拠りどころをつ
くりたいと常々思っておりました。「ふれ
あいサロンを立ち上げたい」と、中心とな
りお骨折りいただいた矢田さんを会長に、
平成19年７月19日、65歳以上の会員25名で
“お楽しみ会”が発会しました。
　今年で8年目を迎えますが、みんなのやり
たいことを聞きながら、月１回楽しく集っ
ています。特に、福祉バスで出かけること
が楽しみで、昨年の11月1日には、鳴子峡と
鳴子温泉に行ってきました。天候にも恵ま
れてすばらしい紅葉を見ることができ、温
泉に癒されて楽しい日帰り旅行となりまし
た。
　今年度もいろいろな企画をしています。
いつまでも住み慣れたこの上野の地で、仲
良く、元気に、楽しく過ごしていくために
も、このふれ
あいサロンを
続けていきた
いと思ってい
ます。

上野ふれあいサロン上野ふれあいサロン 真木　順子

地域のサロンにようこそ  ＝サロン活動の紹介＝地域のサロンにようこそ  ＝サロン活動の紹介＝

　市内では13ヶ所でふれあいサロン活動が行われて
います。
 皆様の地域でもふれあいサロンを始めてみませんか。
サロンの立ち上げ、運営経費の補助金交付、企画な
ど、運営全般について本会が支援いたします。
サロンを始めてみたい方、サロンについて詳しく知
りたい方、連絡をお待ちしています。

ふれあいいきいきサロンをはじめてみませんか？サロンをはじめてみませんか？

寒河江市災害ボランティア支援ネットワーク連絡会参加機関
・公益社団法人　寒河江青年会議所　・特定非営利活動法人　グラウンドワーク寒河江　・ウェザーハート災害福祉事務所
・ボランティアサークル　日曜奉仕団　・寒河江市自主防災組織連絡協議会　・山形県村山総合支庁総務課防災安全課　
・社会福祉法人　山形県社会福祉協議会　・寒河江市政策推進課　・寒河江市健康福祉課　・寒河江市総務課危機管理室　
・寒河江市生涯学習課スポーツ振興室　・社会福祉法人　寒河江市社会福祉協議会

　寒河江市で発生が懸念される大規模災害から早期復興をはかるために、本会では昨年、関係機関の方々と６月か
ら４回の会議を開き今年３月に『寒河江市災害ボランティアセンター設置運営マニュ
アル』を策定しました。
　今年度は、ボランティアやNPO等との協力を得ながら災害に備えたネットワークを
形成するため『寒河江市災害ボランティア支援ネットワーク連絡会』を設立し、災害
ボランティアセンターの設置シミュレーション、設置・運営に係る体制づくりを進め
ていきます。
　10月の市の防災訓練に合わせて災害ボランティアセンター設営訓練を予定しております。

法人運営事業費　25,342,562円法人運営事業費　25,342,562円

食の自立支援事業費　10,148,159円

共同募金配分金事業費　7,175,404円

避難者生活相談支援事業費　4,512,000円

マイクロバス等運行管理事業費　6,446,270円

事業収入 外　947,830円

地域福祉事業費　5,968,842円

日常生活自立支援事業費　3,440,195円

生活福祉資金貸付事業費　258,581円収　入
63,502,156円

支　出
63,502,156円

平成21年度 一般会計決算報告平成25年度 一般会計決算報告平成25年度 一般会計決算報告

市受託金収入　　　14,724,000円
県社協受託金収入　　9,341,200円

介護保険事業会計より　2,950,000円
社会福祉事業振興基金会計より　4,493,342円

ボランティアセンター運営事業費　210,143円

会費収入　13,673,200円会費収入　13,673,200円

受託金収入　24,065,200円受託金収入　24,065,200円

会計単位間繰入金収入　　7,443,342円会計単位間繰入金収入　　7,443,342円

利用料収入　4,878,900円利用料収入　4,878,900円

共同募金配分金収入　7,337,404円共同募金配分金収入　7,337,404円

補助金収入　5,156,280円補助金収入　5,156,280円

ひとり暮らし高齢者等へボランティ
アによる手づくり給食を週３回提供
・宅配回数　141回
・宅配食数　12,598食

募金総額　5,013,222円

利用者25名に対して延べ315件支援（金銭管理）

25年度貸付件数
・教育支援費　 ９件
・就学支度費　12件

・緊急小口資金　２件
・福祉費　　　　２件
・総合支援資金　１件

共同募金運動（10月～11月）共同募金運動（10月～11月）

○介護事業所の運営
　・訪問介護事業所（利用者　延べ932名）
　・訪問入浴介護事業所（利用者　延べ302名）
　・居宅介護支援事業所（利用者1,791名）
○ほのぼの支援事業（利用者　延べ58名）
○生活支援ホームヘルパー派遣事業（利用者　延べ114名）
○障がい福祉サービス事業所の運営（利用者　延べ80名）
○介護予防生きがい活動事業（利用者　延べ2,733名）
　〈ミニデイサービス事業〉

在宅福祉サービス事業在宅福祉サービス事業

募金総額　2,900.689円

歳末たすけあい運動（12月）歳末たすけあい運動（12月）

・老人福祉センター及び屋内ゲートボール場管理運営
・総合子どもセンター管理運営
　（25年度利用者数　老人福祉センター　　8,334名
　　　　　　　　　　屋内ゲートボール場　4,262名
　　　　　　　　　　総合子どもセンター　53,438名）

・老人福祉センター及び屋内ゲートボール場管理運営
・総合子どもセンター管理運営
　（25年度利用者数　老人福祉センター　　8,334名
　　　　　　　　　　屋内ゲートボール場　4,262名
　　　　　　　　　　総合子どもセンター　53,438名）

指定管理者制度に基づく施設の管理運営事業指定管理者制度に基づく施設の管理運営事業

食の自立支援事業（ふれあい給食）食の自立支援事業（ふれあい給食）

・福祉バス運行　186件
・リフトバス運行　180件
・リフトワゴン車運行　42件

マイクロバス等運行管理業務事業マイクロバス等運行管理業務事業

日常生活自立支援事業日常生活自立支援事業

たすけあい資金貸付事業たすけあい資金貸付事業

生活福祉資金貸付事業生活福祉資金貸付事業

・理事会の開催　４回
・評議員会の開催　４回
・企画総務委員会の開催　１回
・福祉だよりの発行　３回

法人運営事業法人運営事業

25年度貸付件数　4件

在宅福祉サービス事業在宅福祉サービス事業

指定管理者の受託事業指定管理者の受託事業

共同募金運動事業共同募金運動事業

法人運営事業法人運営事業

福祉のまち大会開催事業福祉のまち大会開催事業
・式典及び各種催し物コーナーを開設
・町会長６名、民生児童委員30名
　ボランティア３名・１団体を表彰
　（8/24　300名）

・式典及び各種催し物コーナーを開設
・町会長６名、民生児童委員30名
　ボランティア３名・１団体を表彰
　（8/24　300名）

社
会
福
祉
協
議
会

会
費
の
お
願
い

社
会
福
祉
協
議
会

会
費
の
お
願
い

　社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

「
誰
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指

し
、
多
く
の
皆
様
の
協
力
を
い

た
だ
き
地
域
福
祉
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　会
費
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
を

行
う
た
め
の
重
要
な
財
源
で
す
。

　会
費
の
納
入
に
つ
い
て
は
、

皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
一

般
会
員
と
し
て
全
世
帯
の
皆
様

に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
中
で
、
特
に
社
会
福
祉
事
業

推
進
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方

は
賛
助
会
員
と
し
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

●
今
年
度
の
会
費
は

　
一
般
会
費

　
１
、
２
０
０
円

　
賛
助
会
費

　
２
、
０
０
０
円
以
上

●
会
費
収
納
は
、
町
会
長
さ
ん

　
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

●
賛
助
会
員
へ
の
ご
加
入
を
お

　
願
い
し
ま
す
。

　
新
規
加
入
し
て
い
た
だ
け
る

方
は
、
納
入
時
に
町
会
長
さ
ん

か
隣
組
長
さ
ん
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
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　老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
入
浴
で
き

る
白
岩
温
泉
を
ご

存
知
で
す
か
。
血

行
促
進
、
あ
っ
た

ま
り
の
湯
と
し

て
、
疲
労
回
復
、

腰
痛
、
肩
こ
り
、

神
経
痛
の
方
に
は

最
適
の
温
泉
で
す
。
是
非
、
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
、
皆
さ
ん

が
気
軽
に
参
加
で
き

る
様
々
な
催
し
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

下
記
に
こ
れ
か
ら
実

施
す
る
予
定
の
事
業

を
掲
げ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
の
う
え
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

〇
開
館
時
間
／
一
〇
時
か
ら
一
六
時

〇
使

用

料
／
一
五
〇
円
（
半
日
利
用
）

　平
成
24
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
市
総

合
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
は
ー
と
寒
河

江
」
の
利
用
者
が
5
月
2
日
に
10
万
人
を

達
成
し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
10
万
人
目
と
な
っ
た
市
内
か
ら
訪
れ

た
親
子
3
人
に
、
記
念
と
し
て
花
束
や

チ
ェ
リ
ン
が
描
か
れ
て
い
る
靴
下
な
ど
の

　子
育
て
は
と
も
す
れ
ば
孤
立
に
な
り

が
ち
で
す
。
子
育
て
サ
ロ
ン
「
エ
ン

ジ
ェ
ル
」
は
市
内
四
か
所
（
東
部
・
南

部
・
柴
橋
・
西
部
）
の
地
区
公
民
館
に

出
向
き
子
育
て

中
の
み
な
さ
ん

に
出
会
い
の
場

や
遊
び
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

「
ほ
っ
」
と
で

き
る
時
間
を
一

緒
に
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

〇
問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　☎（
８
３
）
３
２
２
５

指
定
管
理
者
受
託
施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

７/26

８/７･８

８/28･29

９/25･26

10/17･24

11/１

11/19･26

11/12･13･14

２/７

３/25

寒河江ダム見学

蓮の花鑑賞会

野草園観察

コスモス鑑賞会

紅葉観賞会

秋の映画鑑賞会

こんにゃく懐石料理

センターまつり

冬の映画鑑賞会

雛まつりめぐり

これからの事業予定

小さな温泉 大きな幸せ　 白岩温泉小さな温泉 大きな幸せ　 白岩温泉小さな温泉 大きな幸せ　 白岩温泉小さな温泉 大きな幸せ　 白岩温泉♨♨

み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う

　「
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
」

　
　
　
　

 

利
用
者
10
万
人
達
成
！

み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う

　「
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
」

　
　
　
　

 

利
用
者
10
万
人
達
成
！

子
育
て
サ
ロ
ン
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
」

子
育
て
サ
ロ
ン
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
」

ご寄付ありがとうございました ＝皆様のご厚情に心よりお礼申しあげます＝ご寄付ありがとうございました ＝皆様のご厚情に心よりお礼申しあげます＝
（平成２５年７月１日～平成２６年６月３０日までのご寄付を掲載しています。）
【福祉のまちづくりのために】
・伊藤ちよへ　様　　・熊倉喜一　様
・民謡秀菁会　会主　辻　秀菁　様
・錦菁会　会長　早坂錦光　様
・「夢」歌謡久楽譜　代表　鈴木久司　様
・匿名　様
【災害ボランティアセンターのために】
・山形県遊技業協同組合　理事長　井上静夫　様
　　　　　　　　　　　　　　　２００，０００円

【ふれあい給食利用者の皆様に】
・寒河江市シルバー人材センター女性会員　様
　手づくり刺し子ふきん　１００枚
【身体の不自由な方のために】
・武田　浩美　様
　自走式車いす１台
　介助式車いす１台

〇
休

館

日
／
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

　
　
　
　
　
　の
際
は
翌
日
）
及
び
第
３

　
　
　
　
　
　日
曜
日
。

〇
問

合

せ
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎（
８
７
）
１
３
２
８

総
合
子
ど
も
セ
ン
タ
ー（
ゆ
め
は
ー
と
）

総
合
子
ど
も
セ
ン
タ
ー（
ゆ
め
は
ー
と
）

チ
ェ
リ
ン
グ
ッ

ズ
が
プ
レ
ゼ
ン

ト

さ

れ

ま

し

た
。
ま
た
、
に
し

ね
保
育
所
の
お

友
だ
ち
が
、
元
気

に
歌
を
披
露
し

て
セ
レ
モ
ニ
ー

を
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。

　私
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
味
と
し
て
個
人

で
ギ
タ
ー
を
愛
好
し
て
い
ま
し
た
が
互
い

の
仲
間
意
識
や
音
楽
性
の
幅
を
広
げ
る
た

め
に
平
成
十
五
年
に
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
ア

リ
オ
ン
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
し
て
登
録
認
定
し
て
い
た
だ
き
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　最
近
で
は
、
福
祉
施
設
・
公
民
館
サ

ロ
ン
な
ど
年
数
回
の
演
奏
活
動
実
績
が

あ
り
ま
す
。
演
奏
曲
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
だ

け
で
な
く
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
な
つ
メ
ロ
歌

謡
曲
・
童
謡
な
ど
、
い
つ
で
も
す
ぐ
対

応
で
き
る
よ
う
原
則
週
一
回
の
練
習
を

し
て
い
ま
す
。
「
良
か
っ
た
よ
。
ま
た

来
て
ね
」
と
言

わ
れ
る
事
が
励

み
に
な
り
、
活

動
の
原
動
力
に

も
な
っ
て
い
ま

す
。
一
緒
に
活

動
し
た
り
ギ
タ

ー
を
や
り
た
い

方
な
ど
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

は～とふる ボランティア情報は～とふる ボランティア情報は～とふる ボランティア情報
夏休みボランティア体験募集！夏休みボランティア体験募集！夏休みボランティア体験募集！夏休みボランティア体験募集！

代
表

　安
孫
子
慎
一
郎

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
ア
リ
オ
ン
」

　平
成
二
十
三
年
、
寒
河
江
市
社
会
福
祉
協

議
会
主
催
の
「
落
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
」
を
受
講
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
落
語
好

き
の
十
人
（
女
性
八
人
、
草
食
系
男
性
二

人
）
で
落
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
立
ち
上

げ
、
素
人
の
喋
り
で
も
笑
っ
て
頂
け
る
心
地

よ
さ
を
感
じ
「
一
笑
幸
福
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
主
な
活
動
は
「
出
前
寄
席
」
で
、

市
内
外
の
町
内
会
や
公
民
館
、
サ
ロ
ン
会
、

介
護
施
設
等
の
催
し
に
出
演
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

　『
ぎ
ぼ
う
し
落
語
の
会
』
の
名
称
は
、
植
物

で
寒
河
江
市
の
緑
に

制
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
「
さ
が
え
ぎ
ぼ
う

し
」
と
「
義
」
＝
人
間

の
行
う
べ
き
道
筋
、

「
奉
仕
」
＝
献
身
的

に
社
会
に
尽
く
す
事
、

と
を
掛
け
た
も
の
で

す
。
落
語
に
興
味
の

あ
る
方
一
緒
に
や

り
ま
し
ょ
う
。
随
時

会
員
募
集
中
で
す
。

ま
た
、
落
語
を
聞

い
て
み
た
い
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

代
表

　髙
橋

　和
廣

ぎ
ぼ
う
し
落
語
の
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

わわ
れれ
らら

　７月８月はボランティア体験月間です。夏休みを利用して自分に出来るボラン
ティアを見つけましょう。
期　間：７月19日（土）～８月20日（水）　参加費：300円（ボランティア保険料）
・福祉施設で・・・・障がいのある人とふれあう
・老人ホーム、グループホーム・・・・・お年寄りとふれあうボランティア
・学童保育所・幼稚園・・・・子どもとふれあうボランティア
・青空教室・長生園盆踊り大会・・・・イベントボランティア
・点字、手話、要約筆記、折り紙、傾聴、音訳、語り部、おはなし会体験
　　　　　関心のある方、参加してみたい方は、ボランティアセンターへ　　

累計個数　503,910個
ポリオワクチン618人分に相当します。
多くの皆様のご協力ありがとうございました。（１㎏を430個
として計算し、860個で1人分のワクチンが購入できます。）
★集める際のお願い
　１．飲料のキャップのみ
　２．きれいに洗って乾燥してください。
　３．シールをはがしてください。

　サロン・老人クラブ・町会・子ども会の行事に市内で活躍
している特技ボランティア、読み聞かせボランティアの
方々を紹介します。
　詳しくは、ボランティアセンターへ　
昔語り・大型紙芝居・落語・ギター演奏・ハンドベル・歌謡曲
や懐メロ・日本舞踊・映画上映・外国の踊り・大正琴・津軽三
味線・二胡の演奏・折り紙・疑似体験教室・腹話術等

エコキャップ運動の報告とお願いエコキャップ運動の報告とお願いボランティアの出前をします！ボランティアの出前をします！

お問い合わせは
☎８３－３２２０
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〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉

社会福祉協議会 ☎ 83－3220・FAX 83－3221
☎ 83－3220
FAX 83－3221☎ 83－3207　FAX 83－3221

☎ 87－1328
FAX 87－1330

☎ 83－3225
FAX 83－3221

訪問介護事業所・訪問入浴介護事業所
居宅介護支援事業所・居宅介護事業所

ボランティアセンター 老人福祉センター 総合子どもセンター

社 協 じ ょ う ほ う社 協 じ ょ う ほ う

寒 河 江 市 社 協 検索 クリックホームページもご覧くださいホームページもご覧ください

●かき氷機　 

●綿菓子機　 

●鉄板　

●ポップコーン機　 

●うす・杵　

●発電機　 

●ワナゲセット

・町内会・子ども会・老人クラブ

の行事等に機材を貸出します。

　日常的な健康づくりと支えあう地域社会づくりを市民み

んなで考え、生涯を通して健康で明るい生活の実現に向け

て、人権啓発活動活性化事業と連携し『第55回市民福祉の

まち大会』を開催いたします。

　皆様、お誘いあわせのうえご参加ください。

・車いすを一時的に必要とする方に、

貸出します。※事前予約が必要です。
≪お問い合わせ≫　☎８３－３２２０

車いす・機材貸出のご案内車いす・機材貸出のご案内 第55回市民福祉のまち大会第55回市民福祉のまち大会

無料

入場
無料
入場
無料

日　　時

会　　場

内　　容

８月23日（土曜日）
ハートフルセンター
・式典　表彰状、感謝状の贈呈　

・ダニエル・カール氏の講演

・展示　健康づくりコーナー、食生活コーナー、

　介護コーナー、福祉施設作品展示即売コーナー、

　かき氷・ポップコーンサービスコーナーなど

※時間等、詳しい内容は市報でお知らせします。

＊期日は毎月２０日の市
　報でお知らせします。
＊予約が必要です。

　心
配
ご
と
、家
族
問

題
、人
間
関
係
、日
常
生

活
の
様

様
な
悩

み
ご
と

な
ど
。 ふ

れ
あ
い
相
談
所

　市
民
の
方
々
に
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
相
談
窓
口
と
し
て
『
ふ
れ
あ
い
相
談

所
』
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
に
も
親
身
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
そ
の
他
、
介
護
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
随
時
相
談
に
応
じ
て

お
り
ま
す
。

◎
相
談
は
無
料
で
す
。

◎
電
話
、
来
所
で
も
結
構
で
す
。

◎
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

◎
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

一
般
相
談

一
般
相
談●相談日時

　毎週水曜日（祝日を除く）
　（午後１時～４時）

　行
政
に
対
す
る
要

望
や
苦
情
な
ど
。

行
政
相
談

行
政
相
談●相談日時

　毎月第２水曜日（祝日を除く）
　（午後１時～４時）

　介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、介
護

の
仕
方
、介
護
用
品
の
こ
と
な
ど
、

寒
河
江
市
社
会

福
祉
協
議
会
介

護
事
業
所
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。 介

護
相
談

介
護
相
談

●相談日時   月～金曜日
　（午前８時３０分～
　　午後５時１５分）
　電話　８３－３２０７

法
律
相
談

法
律
相
談●相談日時  毎月１回

  （午後１時３０分～４時３０分）

　相
続
、離
婚
、扶

養
、金
銭
、賃
貸
契

約
の
こ
と
な
ど
。

登
記
相
談

登
記
相
談●相談日時  毎月１回

  （午後１時～４時）

　土
地
、家
屋
に
関

す
る
こ
と
。

ナ ヤ ム ナ

電話  ８６－７８６７
寒河江市中央２－２－１   ハートフルセンター２階

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
来
て
も
ら
い
た
い
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て
知
り
た
い
な

ど
の
相
談
や
情
報

提
供
を
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

●相談日時   月～金曜日
　（午前８時３０分～
　　午後５時１５分）
　電話　８３－３２２０

相談員行政相談員

ボランティアセンター

司法書士
土地家屋調査士

介護支援専門員
介護福祉士

弁護士

＊期日は毎月２０日の市
　報でお知らせします。
＊予約が必要です。


